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保護者および地域説明会で寄せられた主な意見等に対する区の考え方 

（３月14日、15日・４月 26日） 

 

 

Ⅰ みらい青空学園の教育活動・学校運営等について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

1 〇学校生活を送るにあたって、小

中一貫教育校になって子ども

に現れた変化を教えてほしい。 

〇小学部と中学部が一つの施設で教育活

動を行うことで、小学部から中学部への

移行時の学習面、生活面の戸惑いが軽減

され、子どもたちが落ち着いて生活する

ことができています。 

 

2 〇「特色ある教育活動」は実際に

軌道に乗るまで時間がかかる

ように思う。効果が出るまでに

どのくらいの期間が必要と考

えているのか。 

〇具体的な期間をお示しすることは難し

いですが、継続して取り組むことや取り

組む中で生じた課題等に対応していく

ことが効果につながると考えています。 

3 〇外国語の充実を図るとのこと

だが、具体的に何語を扱うのか

決まっているのか。 

〇基本的に英語の授業を行っていきます。 

〇１年生から９年生まで英語をはじめと

した外国語に触れる機会を通じて、外国

語に親しみを持てるようにしていきま

す。 

4 〇中学校では通常英語の授業が

あると思うが、通常の授業とは

異なる取組を行うのか。 

〇学習指導要領を基にした授業を行って

いきます。 

〇地域にお住まいの外国人の方や近隣大

学に通う外国人学生等にも授業等にご

協力いただくなど、みらい青空学園の特

色として取組を行っていきます。 
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5 〇「食育」がみらい青空学園の教

育目標に入っていない。「食育」

も重要な教育の一環だと思う

が、どのように取り組んでいく

のか教えてほしい。 

〇みらい青空学園の教育目標の中に「食

育」と明示はされていないものの、知育・

徳育・体育の各分野に食育の要素が含ま

れていると考えています。今後も「食育」

を教育課程の中に位置付け、計画的に取

り組んでいきます。 

 

6 〇先生方の負担軽減のために部

活動の指導を地域の方と協力

して行う考え方が一部で出て

きているが、どのように考えて

いるのか。 

〇教員の負担軽減のため、引き続き部活動

指導員を配置していきます。 

〇令和７年度から地域の総合型地域スポ

ーツクラブと連携をしながら、学校を会

場とした週末の活動について、試行・検

証の取組を行っていく予定です。 

 

7 〇みらい青空学園が開校した後

も、卒業証書等の公的文書に

は、旭丘小中学校の名前が記載

されると聞いた。旭丘小中学校

の名前を「みらい青空」に変更

しないのか。 

〇令和８年 4 月のみらい青空学園の開校

時点では、「旭丘小学校」「旭丘中学校」

が学校設置条例上での正式名称となり

ます。 

〇卒業証書等の公的文書には、「みらい青

空学園」の統一学園名と、「旭丘小学校」

「旭丘中学校」を併記します。 

8 〇現行の旭丘小中学校の校歌は

どうなるのか。 

〇作詞者は作曲者の推薦とのこ

とだが、推薦理由を教えてほし

い。 

〇みらい青空学園では、新たに制作した校

歌を使用します。 

〇新しい校歌の作詞者は、作曲者と一緒に

創作活動を行っていることから推薦さ

れました。 

9 〇過去にプール事故で児童が亡

くなった事例が国内で確認で

きる。練馬区は対応がしっかり

できているのか不安である。 

〇みらい青空学園では、小学部と中学部ど

ちらも水位の調整が可能となる、床が上

下する可動式のプールを使用します。 

〇使用する学年に応じて水位を調整する

とともに、プールでの決まりを明確に

し、監視体制や指導方法を教員間で共通

理解し、安全に授業を行っていきます。 
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Ⅱ みらい青空学園の学校行事等について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

10 〇入学式と卒業式は小中合同で

行うとのことだが、合同で行う

メリットはなにか教えてほし

い。 

〇小学部の児童および中学部の生徒が一緒

にそれぞれの生活の節目を喜び合い、讃

え合う機会とすることを意図していま

す。 

〇入学式を合同で行うことにより、1 年生

は 6年後の自分の姿をイメージし、7年

生にとっては年下の児童をリードする意

識の醸成を図る機会としていきます。 

〇卒業式を合同で行うことにより、6 年生

は 3年後の自分の姿をイメージし、9年

生にとっては6年生に中学部の伝統を継

承する機会としていきます。 

 

11 〇開校前と開校後では授業や行

事が変わるのか。小中の連携に

向けて具体的な目標や今後実

施予定の研修等があるのか。 

〇授業の内容は学習指導要領に沿って行う

ため、大きく変わることはありません。

行事は、卒業式や入学式等を現在は別々

で実施していますが、みらい青空学園の

開校後は合同で実施します。 

〇今までよりも、小学部の児童と中学部の

生徒の交流活動を増やしていくことで、

小学部から中学部への接続をより滑らか

にしていきたいと考えています。また、

小学部の教員と中学部の教員が同じ職員

室に執務することで、児童・生徒理解の

ための情報共有等を密にしながら、より

充実した指導ができるようにしていきま

す。研修については、今後検討していき

ます。 
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Ⅲ みらい青空学園の施設整備等について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

12 〇就学の特例を利用してみらい

青空学園に入学する児童数を

見越して教室数の整備を行っ

ているのか。 

 

〇就学の特例を利用して入学する児童が

いることも想定し、余裕を持って施設整

備を行っています。 

13 〇小学生と中学生では体格や運

動能力に差があるため、校内で

衝突事故等が発生した際の影

響が大きいように思う。そのよ

うな危険がないように動線等

に配慮しているのか。 

〇普通教室は北棟に配置し、小学部と中学

部の配置を工夫する予定です。特別教室

や階段の使用も小学部と中学部で分け

る工夫を考えています。 

〇小中一貫教育校として、小学部と中学部

の交流活動を充実させながら、安全面に

配慮した教室の使い方等を学校と協議

しながら検討していきます。 

 

14 〇普通教室の配置について、小学

部と中学部が同じ階になるこ

とはあるのか。 

〇小学部と中学部を同じフロアに配置す

ることを想定しています。具体的な教室

配置や動線については、安全面への配慮

を第一に考えながら、学校と検討してい

ます。 

15 〇特別支援学級を普通学級から

離れたフロアに配置する方式

は、他自治体で様々な意見が寄

せられたと思う。区はどのよう

に考えているのか。 

 

〇災害時の安全性を十分に確保できる位

置に配置することを基本に、敷地形状を

勘案し校舎配置を検討した結果、特別支

援学級と通常の学級は別フロアとして

います。 

〇フロアは異なりますが、小学部・中学部

ともに特別支援学級を設置しているこ

と、特別支援教室の拠点校であることな

どの利点を生かし、特別支援学級と通常

の学級との積極的な交流を行うととも

に、全ての児童・生徒への支援を多角的

に展開します。 
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16 〇現在、校庭が工事中で子どもが

思うように遊べていない状況

が続いている。子どもが全力で

遊べる場所の確保に努めてほ

しい。 

 

〇工事期間中の運動場所の確保について

は、安全性の確保等を踏まえながら、引

き続き教育委員会と学校で協議してい

きます。 

17 〇校庭は人工芝なのか砂のグラ

ウンドのどちらになるのか。 

〇一般的な砂のグラウンドとなります。 

18 〇区が考える他の公共施設と複

合化することのメリット・デメ

リットをそれぞれ教えてほし

い。 

〇学校施設は教育施設であるとともに、地

域で最も身近な公共施設です。周辺施設

と複合化することで、利便性など区民サ

ービスの向上につながります。 

〇学校施設における複合化は、学校運営や

教育活動への配慮が必要なため、各学校

や周辺施設の状況を踏まえ、検討をして

います。 

19 〇校舎の改築に合わせて道路幅

が広くなるが、それに伴って路

上駐車や乗用車等のスピード

超過が増加しているように思

う。安全面の対策や計画があれ

ば教えてほしい。 

〇歩道等を整備するとともに、周囲の安全

確保のために、警察等に働きかけを行っ

ていきます。 

20 〇北側敷地の東側の道路につい

て、学校側は広い道路に拡張し

ているが、反対の住宅側は道路

幅を広げる予定はあるのか。 

〇北側敷地の東側の道路について、道路中

心から３ｍとなるように道路拡張を行

います。住宅側について本工事にて道路

幅の拡張の予定はありません。 
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21 〇週１回程度、早朝から工事関係

の車両が並んでいる。工事車両

の早期管理改善をお願いした

い。 

〇工事関係車両に関しては、道路上に複数

台並ぶことがないよう施工者に指示し、

改善に努めます。 

22 〇みらい青空学園では、災害発生

時の備蓄物資を 1,400 名程度

確保するとのことだが、それで

十分だと考えているのか。 

〇想定以上の避難者が来た際には、近隣の

避難拠点や区内に設けている集中備蓄

倉庫から物資を運んで対応するなど、臨

機応変に対応できる体制を構築してい

ます。 

 

 

Ⅳ 小竹小学校の統合について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

23 〇今後の小竹小学校の施設整備

の計画について、今後どのよ

うに進めていく予定なのか教

えてほしい。 

〇小竹小学校の施設整備については、平成

21 年に耐震改修工事が完了し、その後

も日常点検のほか定期点検や法定点検

を行い、適切な維持管理を行っていま

す。 

〇引き続き施設の老朽状態を確認してい

き、学校と連携を取りながら、適時適切

に必要な工事を行っていきます。 

 

24 〇小竹小学校の統合方法につい

て、統合をする場合１年生から

６年生を一斉に統合するのか、

それとも新１年生はみらい青

空学園に入学し、在校生はその

まま小竹小学校を卒業すると

いう形をとるのか。 

 

〇現時点では、１年生から６年生の全児童

一斉の統合を想定しています。 

 

25 

 

〇みらい青空学園の教育環境が

しっかり整った状態で統合し

てほしいと思う。小竹小学校の

統合時期は、どのように判断す

るのか。 

〇みらい青空学園の開校後の状況、旭丘・

小竹地域の児童・生徒数の状況、将来人

口推計等を踏まえ、多角的な視点から判

断していきます。 
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26 〇小竹小学校に在学中に統合と

なると、子どもに大きなストレ

スになってしまう恐れがある。

子どもの心のケア等はどのよ

うに行っていくのか。 

 

〇子どもの状況を注視し、変化が見られる

など必要な場合は、相談員による相談時

間の拡充等の対応を行っていきます。 

 

 

Ⅴ 小竹小学校の学童クラブ・ひろば事業について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

27 〇小竹小学校の校内に学童を作

ってほしい。 

〇小竹小学校で夏休みのひろば

事業を今年度から実施してほ

しい。 

 

〇小竹小学校の校内学童クラブの設置に

ついては、小竹小学校の今後の方針に合

わせて結論を出します。 

〇夏休み期間中のひろば事業は順次実施

校を拡大しており、小竹小学校について

は令和 8 年度の実施に向けて検討して

います。 

 

Ⅵ 就学の特例について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

28 〇就学の特例は現在新小学１年

生のみが対象となっている。今

後小学２年生から特例制度を

使用できるようになるなど、制

度に変更を加える予定はある

か。 

〇就学の特例は、９年間を一貫した学校に

在籍できる小中一貫教育校の特例制度

のため、今後も新小学１年生のみが特例

の対象となります。 

 

Ⅶ その他 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

29 〇旭丘・小竹地域は交通の便が良

いこともあり、私立・国立の中

学校に進学する児童が多いと

思う。どのくらいの割合で私

立・国立の中学校に進学してい

るのか教えてほしい。 

〇令和６年度の卒業者については、旭丘小

学校からは25名中８名が私立等に進学

し、小竹小学校からは 53 名中 14 名が

私立等に進学しました。 
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30 〇学校教育法施行規則の「標準学

級数」12～18学級は、教育学

的な根拠でないと思う。 

〇練馬区が定める学校適正配置

の基準は他区に比べて厳しい

ように思う。 

〇区の適正規模の基準は、学校教育法施行

規則における学級数の標準規模を踏ま

えて定めています。他区でも、20 区で

適正規模の基準を定めていますが、いず

れも小学校の適正規模の下限は12学級

であり、区の基準は、他区と比べて厳し

いものとは考えていません。 

 


